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市街地を通過する交通の転換による安全性の向上

き ん

・バイパス利用により、現道の線形不良箇所及び人口集中地区を避ける交通が増加（図1・2・3）
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バイパス利用により、現道の線形不良箇所及び人口集中地区を避ける交通が増加（図1 2 3）

・現道（国道329号）の交通量が全体で約1割バイパスへ転換（図3）

・現道（国道329号）の大型車交通量が15％バイパスへ転換（図4）

・周辺に住宅や施設が密集する町道（町道156号線）の交通量が約1割減少（図5）

・［仮］金武(南)交差点から金武中学校までの所要時間が約3分短縮（図6）

金武町

②
キャンプハンセン

浜田漁港断面

至 宜野座

至 うるま

金武IC 沖縄自動車道

▲図2 現道（国道329号）区間における縦断線形不良箇所

②金武地区消防本部付近
（縦断勾配7.7%）

①琉球病院付近
（縦断勾配6.3%）

金武小

金武町役場

ＪＡ

金武地区
消防本部

物産センター

琉球病院 写真②

浜田漁港断面

町道156号線

金武

郵便局
凡 例
高速道路
国道
県道

地元の声 ・大型車の町内の通行が減少しているように感じます。
・バイパスが全線開通すれば、子供たちの事故も低下する
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▲図3 交通量の変化（A-A’地点）

出典：交通量調査結果
（部分開通前：H23.2.23（水）、開通後：H24.9.5日（水））

出典：交通量調査結果
（開通前：H23.2.23（水）、開通後：H24.9.5日（水））

▲図5 交通量の変化（町道156号線）▲図4 大型車交通量の変化

ので、バイパス
を積極的に利
用しています。

出典：交通量調査結果（開通後：H24.9.5日（水））
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▲図6 所要時間の変化

出典：民間プローブデータを用いて算出
（開通前：H23.9～11月、開通後：H24.9～11月）
（開通前は現道利用、開通後はバイパス利用）
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